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は
じ
め
に

　

米
国
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
（Minneapolis Institute of Art

、
以
下
Ｍ
Ⅰ
Ａ

と
呼
ぶ
）
に
、Scenes from The Tale of Genji representing months of the 

year

の
作
品
名
称
で
登
録
さ
れ
る
、
土
佐
光
成
に
よ
る
六
曲
一
隻
の
押
絵
貼
屏
風
が
あ

る
（【
図
１
】、
以
下
Ｍ
Ⅰ
Ａ
本
と
い
う

（
１
）

）。
現
在
ま
で
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
を
掲
載
し
た
日
本
語

に
よ
る
図
録
な
ど
の
印
刷
媒
体
は
確
認
で
き
な
い
が
、
小
考
で
の
考
察
を
ふ
ま
え
れ
ば
、

「
十
二
ヶ
月
源
氏
物
語
図
屏
風
」
と
い
う
日
本
語
名
称
を
与
え
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
る
作
品
で
あ
る
。

　

本
作
品
の
初
見
は
、
Ｍ
Ⅰ
Ａ
で
開
催
さ
れ
た
「Love Affairs:The Tale of Genji 

in 
Japanese 

Art

」
展
（
二
〇
一
八
年
八
月
一
八
日
～
二
〇
一
九
年
三
月
十
日
）
に
お

い
て
で
あ
っ
た
。
展
示
室
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
解
説（
Ｍ
Ｉ
Ａ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
コ
レ
シ
ョ

ン
検
索
で
見
ら
れ
る
解
説
と
同
文
）
で
は
、
も
と
一
双
の
左
隻
に
あ
た
る
屏
風
で
、『
源

氏
物
語
』
の
夏
と
秋
の
六
ヶ
月(the six months of summer and autumn)

に
わ
た

る
場
面
が
、
右
か
ら
左
へ
と
月
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
、
例
え
ば
「
十
月
」
と
題
さ
れ

る
第
四
扇
目
に
は
、紅
葉
が
散
り
か
う
宮
中
で
、十
九
歳
の
源
氏
と
友
人
の
頭
中
将
が
『
青

海
波
』
の
舞
を
披
露
す
る
秋
ら
し
い
情
景
が
描
か
れ
る
（shows　

an　

appropriately

autumnal scene

）、
と
い
っ
た
説
明
で
あ
っ
た

（
２
）

。

　

類
例
ら
し
き
も
の
が
見
い
だ
せ
な
い
不
思
議
な
源
氏
物
語
図
屏
風
で
あ
っ
た
が
、
齋
麻

子
氏
の
「
霊
元
院
御
撰
「
源
氏
十
二
月
詞
書
」
考
」
と
い
う
論
考
に
ふ
れ
、
一
気
に
視
界

が
開
け
た

（
３
）

。
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
の
書
誌
名
を
も
つ
写
本
類
の
翻
刻
が
示
さ
れ
、
Ｍ
Ⅰ

Ａ
本
各
扇
（
各
月
）
の
色
紙
に
抜
書
き
さ
れ
た
詞
書
と
そ
れ
ぞ
れ
一
致
す
る
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
Ｍ
Ⅰ
Ａ
本
は
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と
称
さ
れ
る
特
別
な
詞
書
（
場
面
化
）
に

よ
り
、
月
次
に
配
列
構
成
さ
れ
る
極
め
て
珍
し
い
源
氏
物
語
図
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
さ
ら
に
齋
氏
は
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
の
原
本
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
、
絵
の

筆
者
を
土
佐
光
成
と
伝
え
る
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
写
本
の
奥
書
、並
び
に
『
徳
川
実
紀
』

の
記
事
に
着
目
し
、宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
に
霊
元
院
が
徳
川
綱
吉
に
下
賜
し
た
「
十
二

月
畫
讃
屏
風
」
の
存
在
を
浮
上
さ
せ
た
。
す
で
に
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
存
在
を
確
認
し
て
い
た
稿

者
は
、
月
名
を
見
出
し
と
す
る
詞
書
を
も
つ
光
成
の
源
氏
絵
屏
風
で
あ
っ
て
、
し
か
も
院

か
ら
将
軍
へ
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
特
注
品
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
他
に

求
め
え
な
い
こ
と
を
ま
ず
直
感
し
た
。

　

本
稿
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
在
米
の
源
氏
物
語
図
屏
風
で
あ
る
Ｍ
Ⅰ
Ａ

本
に
つ
い
て
詳
し
い
紹
介
を
行
う
。
本
作
の
詞
書
と
い
わ
ゆ
る
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と

【
論　

文
】

　

 
土
佐
光
成
筆
「
十
二
ヶ
月
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
徳
川
綱
吉
に
贈
ら
れ
た
源
氏
絵
、
そ
の
伝
統
と
革
新
―

	

知　

念　
　
　

理
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の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
が
『
徳
川
実
紀
』
記
載
の
「
十
二
月
畫
讃
屏
風
」
に
該
当

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
。
現
存
す
る
光
成
の
源
氏
物
語
図
、
お
よ
び
関
係
資

料
の
検
討
を
交
え
な
が
ら
、
詞
書
色
紙
の
染
筆
者
に
つ
い
て
も
比
定
を
試
み
、
近
世
土
佐

派
に
よ
る
源
氏
物
語
図
と
し
て
の
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
位
置
づ
け
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　

『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と

　
　
　
　
　
　

『
徳
川
実
紀
』
の
「
十
二
月
畫
讃
屏
風
」

　

 

『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と
の
直
接
的
な
関
係
を
確
認
す
る
た
め
、
ま
ず
Ｍ
Ⅰ
Ａ
本
の
詞

書
を
み
て
お
き
た
い
。

　

金
地
の
貼
台
に
絹
本
着
色
の
本
紙
画
面
を
各
扇
に
一
図
（
一
場
面
）
ず
つ
貼
り
、
各
図

の
上
段
に
は
、
様
々
な
調
子
の
散
ら
し
書
き
に
よ
る
詞
書
色
紙
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
料
紙
も
絹
本
で
あ
り
、
龍
を
連
珠
で
は
さ
ん
だ
帯
状
の
文
様
を
縦
、
横
に
金
泥
で
摺

り
だ
す

（
４
）

。
詞
書
の
見
出
し
に
帖
名
は
な
く
月
名
が
記
さ
れ
る
。
各
扇
に
配
さ
れ
る
帖
は
そ

れ
ぞ
れ
、
第
一
扇
「
七
月
」（
篝
火
）
、
第
二
扇
「
八
月
」（
明
石
）、
第
三
扇
「
九
月
」（
賢

木
）、
第
四
扇
「
十
月
」（
紅
葉
賀
）、
第
五
扇
「
十
一
月
」（
少
女
）、
第
六
扇
「
十
二
月
」

（
行
幸
）
で
、
各
場
面
の
概
要
と
翻
刻
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

 

「
七
月
」（
篝
火
）【
図
16
】

　

―
源
氏
、
西
の
対
に
夕
霧
、
柏
木
ら
を
招
き
合
奏
、
御
簾
奥
の
玉
鬘
に
聞
か
せ
る

風
の
音
あ
き
に
な
り
に
け
り
と
聞
え
つ
る
笛
の
ね
に
、
忍
は
れ
て
な
ん
と
て
、
御
こ

と
ひ
き
出
て
、
な
つ
か
し
き
ほ
と
に
ひ
き
給
。
源
中
将
、
は
ん
し
き
調
に
い
と
お
も

し
ろ
く
ふ
き
た
り
。
頭
中
将
、
心
つ
か
ひ
し
て
、
い
た
し
た
て
か
た
う
す
。
お
そ
し

と
あ
れ
は
、
弁
少
将
ひ
や
う
し
う
ち
出
て
、
し
の
ひ
や
か
に
う
た
ふ
聲
す
ゝ
む
し
に

ま
か
ひ
た
り
。

　

 

「
八
月
」（
明
石
）【
図
17
】

【図１】　土佐光成筆　「十二ヶ月源氏物語図屏風」（ミネアポリス美術館蔵）
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―
八
月
十
三
夜
、
源
氏
、
馬
に
乗
り
、
入
江
沿
い
に
明
石
の
君
の
も
と
へ
向
か
う

お
も
ふ
と
ち
見
ま
ほ
し
き
入
江
の
月
か
け
に
も
、
ま
つ
こ
ひ
し
き
ひ
と
の
御
こ
と
を

お
も
ひ
出
き
こ
え
給
に
、
や
か
て
む
ま
引
す
き
て
、
お
も
む
き
ぬ
へ
く
お
ほ
す
。

　

秋
の
よ
の
つ
き
け
の
こ
ま
よ
我
こ
ふ
る
雲
井
を
か
け
れ
時
の
ま
も
み
ん

と
、
う
ち
ひ
と
り
こ
た
れ
給
。

　

 

「
九
月
」（
賢
木
）【
図
18
】

　

―
六
条
御
息
所
を
訪
れ
た
源
氏
、
榊
の
枝
を
御
簾
か
ら
差
し
入
れ
、
歌
を
交
わ
す

榊
を
い
さ
さ
か
お
り
て
、
か
は
ら
ぬ
色
を
し
る
へ
に
て
こ
そ
、
い
か
き
を
も
こ
え
侍

り
に
け
れ
。
さ
も
心
う
く
、
と
き
こ
え
給
へ
は
、

　

神
か
き
は
し
る
し
の
杉
も
な
き
も
の
を
い
か
に
ま
か
へ
て
お
れ
る
榊
そ

と
き
こ
え
た
ま
へ
は
、

　

乙
女
子
か
あ
た
り
と
お
も
へ
は
さ
か
木
は
の
か
を
な
つ
か
し
み
と
め
て
こ
そ
お
れ

　

 

「
十
月
」（
紅
葉
賀
）【
図
19
】

　

―
朱
雀
院
行
幸
の
日
、
源
氏
、
紅
葉
が
散
り
か
う
中
、
頭
中
将
と
青
海
波
を
舞
う

こ
た
か
き
紅
葉
の
か
け
に
、四
十
人
の
か
い
し
ろ
、い
ひ
し
ら
す
ふ
き
立
た
る
も
の
ゝ

音
と
も
に
あ
ひ
た
る
松
か
せ
、
ま
こ
と
の
深
山
を
ろ
し
と
聞
え
て
吹
ま
よ
ひ
、
色

く
に
散
か
ふ
こ
の
葉
の
な
か
よ
り
、
青
海
波
の
か
ゝ
や
き
出
た
る
さ
ま
、
い
と
お

そ
ろ
し
き
ま
て
み
ゆ
。

　

 

「
十
一
月
」（
少
女
）【
図
20
】

　

―
五
節
の
舞
姫
の
付
添
い
役
を
選
ぶ
た
め
、
源
氏
、
童
女
ら
を
渡
ら
せ
見
分
す
る

御
前
に
め
し
て
御
覧
せ
ん
う
ち
な
ら
し
に
、
御
前
を
わ
た
ら
せ
て
と
さ
た
め
さ
せ
給
。

す
つ
へ
う
も
あ
ら
す
、
と
り

く
な
る
わ
ら
は
へ
の
や
う
た
い
か
た
ち
を
お
ほ
し
わ

つ
ら
ひ
て
、「
今
一
と
こ
ろ
の
れ
う
を
こ
れ
よ
り
た
て
ま
つ
ら
は
や
」
な
と
わ
ら
ひ
給
。

た
ゝ
も
て
な
し
よ
う
い
に
よ
り
て
そ
え
ら
ひ
に
入
け
る
。

　

 

「
十
二
月
」（
行
幸
）【
図
21
】

【図１】　土佐光成筆　「十二ヶ月源氏物語図屏風」（ミネアポリス美術館蔵）
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―
冬
の
大
原
野
へ
冷
泉
帝
が
行
幸
し
、
多
数
の
臣
下
、
鷹
匠
ら
が
供
奉
す
る

雲
た
ゝ
い
さ
さ
か
う
ち
ゝ
り
て
、
道
の
そ
ら
さ
へ
え
ん
な
り
。
み
こ
た
ち
上
達
部
な

と
、
た
か
に
か
ゝ
つ
ら
ひ
給
へ
る
は
、
め
つ
ら
し
き
か
り
の
御
よ
そ
ひ
と
も
を
ま
う

け
た
ま
ふ
。
そ
ゑ
の
た
か
ゝ
ひ
と
も
は
、
ま
し
て
世
に
め
な
れ
ぬ
す
り
衣
み
た
れ
き

つ
ゝ
、
け
し
き
こ
と
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
改
行
は
解
消
（
和
歌
を
除
く
）
し
、
句
読
点
を
付
し
た

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と
称
さ
れ
る
一
連
の
写
本
類
で
あ
る
。

『
源
氏
十
二
月
絵
詞
』、『
源
氏
物
語
月
次
詞
書
』
な
ど
書
誌
名
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
宮
内

庁
書
陵
部
ほ
か
に
十
以
上
の
伝
本
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
霊
元
院
撰
と
も
伝
え
る
。
内
容

は
『
源
氏
物
語
』
の
十
二
帖
か
ら
各
一
場
面
ず
つ
選
ん
で
そ
の
本
文
を
抜
き
書
き
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
物
語
中
の
出
来
事
や
行
事
の
時
節
に
従
い
、
正
月
か
ら
十
二
月
へ
と
月
次

の
視
点
で
各
帖
を
配
列
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
齋
氏
が
翻
刻
し
た
有
栖
川
宮
Ａ
本
『
源

氏
十
二
月
詞
書
』
は
、
見
出
し
に
は
月
名
に
加
え
て
帖
名
も
記
す
。
ま
ず
は
そ
の
後
半
で

あ
る
七
月
か
ら
十
二
月
に
注
目
す
る
と
、「
七
月　

か
ゝ
り
火
」、「
八
月　

あ
か
し
」、「
九

月　

さ
か
木
」、「
十
月　

も
み
ち
賀
」、「
十
一
月　

を
と
め
」、「
十
二
月　

み
ゆ
き
」
と

い
う
帖
の
並
び
、
お
よ
び
各
月
（
帖
）
の
抜
書
き
本
文
が
、
Ｍ
Ⅰ
Ａ
本
に
貼
り
込
ま
れ
た

色
紙
の
詞
書
に
一
致
す
る

（
５
）

。

　

要
す
る
に
物
語
の
展
開
（
筋
）
と
は
無
関
係
に
、『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と
称
さ
れ
る

詞
書
に
よ
り
場
面
化
さ
れ
た
十
二
図
か
ら
な
る
源
氏
物
語
図
屏
風
、
そ
れ
が
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
で

あ
る

（
６
）

。
残
念
な
が
ら
そ
の
右
隻
の
所
在
を
未
だ
見
出
し
え
な
い
が
、
有
栖
川
宮
Ａ
本
に
み

る
正
月
か
ら
六
月
の
帖
の
並
び
、
す
な
わ
ち
「
正
月　

は
つ
ね
」、「
二
月　

花
宴
」、「
三

月　

ま
き
は
し
ら
」、「
四
月　

あ
ふ
ひ
」、「
五
月　

ほ
た
る
」、「
六
月　

夕
か
ほ
」
に
従

う
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
各
月
の
詞
書
本
文
は
前
掲
註
３
齋
氏
論
考
を
参
照
さ
れ

た
く
、
ひ
と
ま
ず
場
面
の
概
要
を
記
す
。

　

正
月
（
初
音
）

　
　

―
正
月
子
の
日
、
源
氏
、
明
石
の
姫
君
を
訪
ね
、
庭
で
童
女
ら
が
小
松
を
引
く

　

二
月
（
花
宴
）

　
　

―
二
月
二
十
日
過
ぎ
、
南
殿
・
桜
の
宴
の
探
韻
で
、
源
氏
、「
春
」
の
字
を
賜
る

　

三
月
（
真
木
柱
）

　
　

―
源
氏
、
玉
鬘
が
去
っ
た
西
の
対
に
渡
り
、
庭
の
山
吹
を
見
て
想
い
を
歌
に
詠
む

　

四
月
（
葵
）

　
　

―
新
斎
院
の
御
禊
の
日
、
特
別
の
宣
旨
で
源
氏
も
上
達
部
ら
と
供
奉
に
加
わ
る

　

五
月
（
蛍
）

　
　

―
五
月
五
日
、
六
条
院
馬
場
殿
で
競
射
が
あ
り
、
着
飾
っ
た
女
房
ら
が
見
物
す
る

　

六
月
（
夕
顔
）

　
　

―
源
氏
が
夕
顔
を
手
折
ら
せ
た
家
の
童
女
が
出
て
き
て
、
花
を
載
せ
る
扇
を
差
出
す

　

こ
の
う
ち
、
と
く
に
二
月
（
花
宴
）
と
四
月
（
葵
）
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
の
画
帖
・
絵
巻
・
屏
風
・
版
本
な
ど
多
数
の
源
氏
絵
に
照
ら
し
て
も
類
例
が
な

い
場
面
と
認
め
ら
れ
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

先
の
翻
刻
に
続
い
て
齋
氏
は
、有
栖
川
宮
Ａ
本
、お
よ
び
福
井
松
平
本
の
奥
書
か
ら
『
源

氏
十
二
月
詞
書
』
の
原
本
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
の
原
本
は
土
佐
光
成
が
描
く
屏
風
の
詞
書
と
し
て
、

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の
二
月
頃
に
霊
元
院
か
ら
江
戸
の
将
軍
家
に
贈
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
、
ま
た
そ
れ
は
『
徳
川
実
紀
』
の
宝
永
二
年
三
月
五
日
条
に
記
さ
れ
る
、
徳
川
綱

吉
の
右
大
臣
転
任
に
際
し
て
、
霊
元
院
か
ら
祝
儀
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
「
十
二
月
畫
讃
屏

風
」
に
あ
た
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
有
栖
川
宮
Ａ
本
、
福
井
松
平
本
の
奥
書
（
前
掲
註
３

の
齋
氏
論
考
の
翻
刻
に
よ
る
）、『
徳
川
実
紀
』
の
当
該
記
事
（
但
し
抜
粋
）
を
示
す
と
以

下
の
通
り
で
あ
る

（
７
）

。

〈
有
栖
川
宮
Ａ
本
・
奥
書
〉
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右
源
氏
物
語
月
次
詞
書
者
宝
永
二
年
春

　

賜
将
軍
家
為
御
屏
風
繪
之
替

　

上
皇
始
令
撰
出
給
押
色
紙
形
於
繪
上
被
書
之

　
　
　
　

諸
家
寄
合
書
但
書
月
不
書
巻
名

　

以　

右
衛
門
督
為
村
卿
所
持
本
書
写
之

　

寛
延
二
年
七
月
十
八
日
一
品
中
務
卿
職
仁
親
王

 

〈
福
井
松
平
本
・
奥
書
〉

右
寳
永
二
年
二
月
ノ
月　
　

仙
院

被
遣
于
関
東
御
屏
風
御
色
紙

源
氏
詞
十
二
月
□
巻
之
詞

勅
撰
也
筆
者
関
白
三
大
臣
法

親
王
大
中
納
言
参
議
已
下
也

繪
土
佐
刑
部
畫
之

　

『
徳
川
実
紀
』・
宝
永
二
年
三
月
五
日
条

两
御
所
御
轉
任
御
昇
進
あ
る
を
も
て
、（
中
略
）
こ
の
日
儀
物
は
、（
中
略
）
右
府
御

轉
任
を
賀
せ
ら
れ
、（
中
略
）
外
に 

御
所
へ
、 

内
よ
り
三
十
六
人
家
集
、
院
よ
り

十
二
月
畫
賛
屏
風
、
女
院
よ
り
三
十
六
歌
仙
手
鑑
、（
後
略
）

　

宝
永
二
年
春
の
時
点
に
お
け
る
「
土
佐
刑
部
」
が
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
五
月
に

「
従
五
位
下
」、六
月
に
「
刑
部
権
大
輔
」
に
叙
位
、任
官
さ
れ
て
い
る
土
佐
光
成
（
一
六
四
六

～
一
七
一
〇
）
を
指
す
こ
と
も
含
め
て
、『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と
『
徳
川
実
紀
』
の
「
十
二

月
畫
讃
屏
風
」
を
結
び
つ
け
た
齋
氏
の
着
眼
は
十
分
に
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
福
井

松
平
本
奥
書
の
宝
永
二
年
二
月
と
い
う
時
に
は
ま
た
、
綱
吉
の
六
十
歳
を
賀
す
た
め
、
東

山
天
皇
か
ら
光
成
と
光
高
（
光
成
の
子
）
の
合
作
に
よ
る
「
大
樹
六
十
賀
御
屏
風
」（
寄

合
詞
書
に
よ
る
十
二
ヶ
月
歌
意
図
）
が
江
戸
へ
送
ら
れ
て
い
る

（
８
）

。
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る
月
次

屏
風
で
紛
ら
わ
し
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
霊
元
院
か
ら
綱
吉
の
右
大
臣
転
任
の
祝
儀
と
し
て
下

賜
さ
れ
た
と
『
徳
川
実
紀
』
に
記
さ
れ
た
「
十
二
月
畫
賛
屏
風
」
は
、「
源
氏
」
の
語
こ

そ
付
さ
れ
な
い
も
の
の
、『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
の
色
紙
を
備
え
た
土
佐
光
成
筆
の
屏
風

絵
を
指
す
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
Ｍ
Ⅰ
Ａ
本
こ
そ
が
そ
の
左

隻
に
ほ
か
な
ら
な
い
も
の
と
稿
者
は
想
定
す
る
。

　

上
掲
の
有
栖
川
宮
Ａ
本
奥
書
に
は
、「
押
色
紙
形
於
繪
上
被
書
之
／
諸
家
寄
合
書
但
書

月
不
書
巻
名
」
と
あ
る
。
月
名
の
み
で
巻
名
を
記
さ
な
い
寄
合
書
き
の
詞
書
色
紙
が
絵
の

上
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
奥
書
筆
録
者
の
留
意
点
で
あ
る
が
、
Ｍ
Ⅰ
Ａ
本
の
仕

立
て
は
そ
の
文
言
通
り
の
状
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
十
二
月
畫
讃
屏
風
」
と

Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
同
一
性
を
疑
う
余
地
は
ま
ず
な
い
。

　
　

二　

Ｍ
Ｉ
Ａ
本
と
土
佐
光
成
の
源
氏
絵

　

近
年
、『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
の
新
た
な
伝
本
（
一
巻
、同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
）

を
紹
介
し
た
福
田
智
子
氏
は
、「
物
語
の
時
の
流
れ
を
超
え
て
、
月
次
と
い
う
別
次
元
の

枠
に
物
語
を
落
と
し
込
む
と
い
う
行
為
」
に
よ
り
、「
公
家
・
武
家
を
問
わ
ず
教
養
と
し

て
重
視
さ
れ
て
い
た
『
源
氏
物
語
』
の
よ
り
斬
新
な
享
受
の
あ
り
方
」
と
し
て
発
想
さ
れ

た
の
が
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
で
あ
る
と
し
た
。
藤
原
定
家
の
「
詠
花
鳥
和
歌
各
十
二
首
」

と
と
も
に
、「
江
戸
中
期
に
お
い
て
、『
源
氏
十
二
月
』
は
、
公
卿
を
中
心
と
し
て
繰
り
返

し
筆
写
さ
れ
続
け
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
」、
そ
し
て
そ
の
「
要
因
を
、
平
安
朝
以

来
の
月
次
屏
風
絵
・
月
次
屏
風
歌
の
伝
統
を
基
底
と
し
た
、
物
語
世
界
の
再
構
成
に
よ
る

季
節
の
移
ろ
い
の
現
出
と
と
も
に
、
宮
廷
に
お
け
る
年
中
行
事
の
伝
承
が
、（
霊
元
院
の
、

※
稿
者
註
）
勅
撰
と
い
う
権
威
付
け
に
よ
り
促
進
さ
れ
た
と
い
う
点
に
求
め
て
み
た
い
」
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と
述
べ
て
い
る

（
９
）

。

　

 
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
の
最
古
の
書
写
本
は
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
の
大
友
吉

統
筆
「
十
二
月
言
葉
手
鑑
」（
大
分
市
歴
史
資
料
館
蔵
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
で
あ
る

が
（
（1
（

、
江
戸
時
代
に
下
る
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
写
本
が
霊
元
院
撰
を
伝
え
る
理
由
は
、
王

朝
古
典
に
根
ざ
す
芸
文
復
興
の
近
世
的
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
霊
元
院
が
『
源
氏

十
二
月
詞
書
』
を
め
ぐ
る
画
期
的
な
創
造
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
の
謂
い
と
し
て
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
宮
内
庁
図
書
寮
文
庫
所
蔵
の
『
源
氏
物
語
』
関
係
の
書
写
史
料
を
見
渡
し

て
も
霊
元
院
の
存
在
感
は
極
め
て
大
き
く
、
そ
の
享
受
に
関
す
る
並
々
な
ら
ぬ
好
尚
を
う

か
が
わ
せ
る
。
霊
元
院
が
宮
廷
絵
所
預
の
土
佐
光
成
を
起
用
し
て
制
作
さ
せ
た
と
み
ら
れ

る
「
十
二
月
畫
讃
屏
風
」（
＝
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
）
は
、『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
を
初
め
て
絵
画
化

し
た
、
や
ま
と
絵
史
上
の
メ
モ
リ
ア
ル
な
作
品
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
一
双
で
現
存

す
れ
ば
間
違
い
な
く
、
光
成
の
画
業
を
代
表
す
る
作
品
の
筆
頭
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き

作
品
と
み
な
さ
れ
る
。

　

で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
各
月
（
帖
）
の
絵
画
化
場
面
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
同
一

場
面
が
選
択
さ
れ
る
や
ま
と
絵
系
の
主
要
な
画
帖
・
色
紙
作
例
の
図
様
を
一
覧
に
し
た
の

が
次
ペ
ー
ジ
の
【
表
１
】
で
あ
る
が
、Ｍ
Ｉ
Ａ
本
に
つ
い
て
若
干
の
メ
モ
を
補
足
し
て
お
く
。

 

「
七
月
」（
篝
火
）　

【
口
絵
８
】

　

当
該
場
面
は
類
例
が
少
な
い
な
か
、
源
氏
が
夕
霧
、
柏
木
兄
弟
と
合
奏
に
い
た
る
ま
で

　

の
間
で
作
例
毎
に
時
間
差
が
あ
り
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
が
最
も
後
の
時
間
帯
に
あ
た
る
。

 

「
八
月
」（
明
石
）　

【
口
絵
９
】

　

当
該
場
面
は
源
氏
一
行
の
進
行
方
向
が
左
向
き
か
、
右
向
き
か
に
分
か
れ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ａ

　

本
の
み
、
入
江
を
隔
て
た
三
昧
堂
、
も
し
く
は
明
石
の
君
の
邸
を
描
か
な
い
。

 

「
九
月
」（
賢
木
）　

【
口
絵
10
】

当
該
場
面
は
か
な
り
高
確
率
で
選
択
さ
れ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
本
の
み
源
氏
を
室
内
に
、

他
は
邸
の
濡
縁
に
立
つ
か
座
す
か
、
御
簾
前
か
御
簾
越
し
か
で
図
様
が
変
化
す
る
。

 

「
十
月
」（
紅
葉
賀
）【
口
絵
11
】

当
該
場
面
は
試
楽
と
行
幸
当
日
（
左
大
将
や
源
氏
の
挿
頭
に
菊
）
双
方
の
図
様
が
あ
る

が
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
も
庭
前
に
は
菊
が
咲
き
乱
れ
、
行
幸
当
日
の
時
間
差
場
面
と
い
え
る
か
。

 

「
十
一
月
」（
少
女
）【
口
絵
12
】

　

当
該
場
面
は
少
数
で
、久
保
惣
「
光
起
絵
巻
」
は
大
阪
青
山
歴
史
博
物
館
旧
蔵
。
【
表
１
】

　
以
外
だ
が
、
京
博
「
伝
光
元
画
帖
」
で
は
夕
霧
が
五
節
舞
姫
を
覗
き
見
る
。

 

「
十
二
月
」（
行
幸
）【
口
絵
13
】

当
該
場
面
は
大
原
野
到
着
前
後
で
鳳
輦
を
大
き
く
扱
う
作
例
が
主
だ
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
本
は
見
物
の
牛
車
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
は
先
駆
け
の
供
人
ら
で
独
自
性
が
あ
る
。

　

以
上
、本
来
一
双
で
あ
っ
た
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
左
隻
に
貼
ら
れ
た
「
七
月
」
か
ら
「
十
二
月
」

の
各
帖
の
絵
画
化
場
面
を
概
観
し
た
。
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
や
ま
と
絵

系
諸
作
例
の
系
譜
を
整
理
、
継
承
、
発
展
さ
せ
た
と
い
う
べ
き
、
当
代
の
絵
所
預
に
ふ
さ

わ
し
い
画
作
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
新
図
様
と
み
ら
れ
る
「
七
月
」（
篝
火
）、

「
十
二
月
」（
行
幸
）
の
ほ
か
、縦
長
画
面
を
意
識
し
た
構
図
に
工
夫
、新
味
を
み
せ
る
「
十

月
」（
紅
葉
賀
）、「
十
一
月
」（
少
女
）
な
ど
、
光
成
の
源
氏
絵
制
作
の
精
華
が
披
露
さ
れ

て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
光
成
の
父
で
あ
る
光
起
以
降
、
土
佐
派
は
工
房
単
位
で
の
組
織
だ
っ
た
源

氏
絵
制
作
を
規
模
縮
小
し
、
特
注
品
的
な
上
製
本
に
限
定
し
て
い
っ
た
状
況
が
う
か
が
わ

れ
る
が
、「
源
氏
物
語
朝
顔
図
」（
根
津
美
術
館
蔵

（
（1
（

）
を
は
じ
め
と
す
る
、
画
面
余
白
へ
の

金
雲
や
箔
に
よ
る
加
飾
を
抑
え
、
比
較
的
軽
淡
な
ト
ー
ン
の
彩
色
を
特
徴
と
す
る
掛
幅
作

品
が
源
氏
絵
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
光
成
も
そ
う
し
た
路
線

を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
、
中
幅
を
紫
式
部
と
し
た
「
紫
式
部
・
須
磨
・
明
石
図
」（
滋
賀
・

石
山
寺
蔵

（
（1
（

）【
図
２
】
や
、左
右
に
花
鳥
図
を
合
わ
せ
た
「
源
氏
浮
舟
・
春
秋
花
鳥
図
」（
皇

居
三
の
丸
尚
蔵
館
収
蔵
）
の
よ
う
な
縦
三
幅
対
形
式
へ
の
形
式
的
拡
張
を
試
み
て
い
る
。

　

対
す
る
に
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
で
は
、
金
泥
引
き
の
地
に
切
箔
・
砂
子
・
微
塵
箔
を
密
に
蒔
い
た
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不
定
形
な
雲
霞
を
重
ね
て
画
面
を
柔
ら
か
く
分
節
す
る
。
地
面
も
陰
影
変
化
を
与
え
る
霞

の
よ
う
な
金
泥
引
き
を
施
し
た
濃
密
な
画
面
空
間
が
作
り
込
ま
れ
る
。
源
氏
を
は
じ
め
と

す
る
貴
族
の
面
貌
は
引
目
鉤
鼻
で
表
さ
れ
【
図
３
】
、
臣
下
、
供
人
ら
の
実
人
的
な
表
情

と
明
確
に
描
き
分
け
る
【
図
４
】
。
貴
族
の
引
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
央
部
分
だ
け
墨

を
や
や
濃
く
し
て
瞳
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
、
直
衣
は
隈
を
入
れ
る
よ
う
に
赤
い
内
衣
を

ぼ
か
し
て
透
か
す
ほ
か
、
定
型
的
な
姿
態
の
馬
【
図
５
】
や
松
樹
の
葉
叢
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
（【
図
２
】
左
幅
参
照
）、
モ
チ
ー
フ
毎
に
光
成
独
自
の
特
徴
的
な
描
法
が
看
取
さ
れ
る
。

　

光
成
が
父
光
起
か
ら
継
承
し
た
明
澄
な
色
彩
感
覚
と
小
画
面
源
氏
絵
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

を
縦
長
の
画
面
空
間
へ
応
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
、
そ
れ
が
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
各
画
面
で
あ
ろ

う
。
石
山
寺
の
三
幅
対
【
図
２
】
の
よ
う
に
、
金
気
を
控
え
た
軽
淡
な
表
現
、
遠
後
景
を

抱
き
合
わ
せ
た
縦
幅
構
図
と
は
構
想
を
異
に
す
る
。
そ
こ
に
、
新
し
い
源
氏
絵
（
や
ま
と

絵
様
式
）
の
掌
握
者
で
あ
る
徳
川
将
軍
家
と
江
戸
狩
野

（
（1
（

に
向
け
た
、
伝
統
的
権
威
の
長
た

る
霊
元
院
、
宮
廷
絵
師
の
棟
梁
・
土
佐
光
成
の
矜
持
を
見
る
。
鷹
狩
り
が
始
ま
ろ
う
と
す

る
「
十
二
月
」（
行
幸
）
を
綱
吉
に
見
せ
る
意
味
も
小
さ
く
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
縦
寸
法
が
は
る
か
に
伸
び
、
俯
瞰
視
点
も
高
く
と
ら
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ａ
本

で
は
、
大
き
な
余
白
を
い
か
に
扱
う
か
に
絵
師
の
力
量
が
求
め
ら
れ
る
。
「
十
月
」（
紅
葉

賀
）、「
十
一
月
」（
少
女
）、「
十
二
月
」（
行
幸
）
の
各
図
で
は
、
モ
チ
ー
フ
の
種
類
、
数
、

構
成
・
配
置
を
練
っ
て
縦
長
画
面
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
構
図
の
創
案
に
成
功
し
て
い
る
。
ま

た
「
九
月
」（
賢
木
）
も
、
邸
と
庭
前
に
控
え
る
従
者
と
の
中
間
に
、
藤
袴
、
薄
、
桔
梗

な
ど
秋
草
の
風
情
を
繊
細
な
筆
致
で
描
き
【
図
６
】、
画
面
空
間
を
巧
み
に
結
節
し
た
。

他
方
、「
七
月
」（
篝
火
）
と
「
八
月
」（
明
石
）
で
は
、
小
画
面
源
氏
絵
で
は
画
面
周
縁

に
タ
イ
ト
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
遣
水
、
松
樹
、
月
空
と
い
っ
た
諸
モ
チ
ー
フ
を
大
幅
に

膨
ら
ま
せ
な
が
ら
構
図
の
保
持
を
図
る
が
、
苦
慮
も
に
じ
ま
せ
る
。

　

Ｍ
Ⅰ
Ａ
本
の
落
款
は
、
第
六
扇
目
（
十
二
月
・
行
幸
）
の
絵
の
左
下
に
「
従
五
位
下
土

佐
刑
部
権
大
輔
藤
原
光
成
筆
」
の
款
記
と
朱
文
方
印
「
光
成
印
章
」
を
認
め
る
【
図
７
】。

「十二月」
行幸

「十一月」
少女

「十月」
紅葉賀

「九月」
賢木

「八月」
明石

「七月」
篝火

ＭＩＡ本
 詞　書

比較作例

三・68 二・307 ～ 308 一・274 一・370 二・82 三・41 ～ 42
岩波日本古典文学大系

『源氏物語』巻・ページ

鳳輦に先駆ける
供人や鷹飼たち

←　女童 庭前に紅葉、菊 御簾前・座 源氏一行　→ 西の対で合奏 ＭＩＡ本

びっしり並んだ
物見の牛車

紅葉のみ 室内 源氏一行　→
ハーバード大
「光信画帖」

御簾越・座 ←　源氏一行
源氏が和琴を
弾き始める

浄土寺
「扇面貼交屏風」

大原野の山路を
進む鳳輦、鷹狩

御簾前・立
久保惣

「光吉画帖」

光  吉:御簾前・立
長次郎:御簾前・座

京博
「光吉画帖」

御簾越・立 源氏一行　→
任天堂

「光則画帖」

御簾前・立
夕霧らが西の対
へ渡ってくる

徳川
「光則画帖」

女童　→
久保惣

「光起絵巻」

庭前に紅葉、菊
源氏の挿頭に菊

御簾前・座 　←　源氏一行
堺市博

「光吉周辺色紙」

大原野の山路を
進む鳳輦、鷹狩

紅葉のみ 御簾前・座
サントリー
 「如慶画帖」

大原野に鳳輦を
止める行幸一行

女童　→
源氏、東の対の
音色に耳をとめる

MIHO
「具慶絵巻」

凡例：	 	 	 	 	 	

ハーバード大「光信画帖」／土佐光信筆「源氏物語画帖」　ハーバード大学美術館蔵      浄土寺「扇面貼交屏風」／「源氏物語図扇面貼交屏風」　広島・浄土寺蔵

久保惣「光吉画帖」／土佐光吉筆「源氏物語手鑑」　和泉市久保惣記念美術館藏          京博「光吉画帖」／土佐光吉筆「源氏物語絵色紙帖」　京都国立博物館蔵

任天堂「光則画帖」／土佐光則筆「源氏物語画帖」　任天堂株式会社蔵                  徳川「光則画帖」／土佐光則筆「源氏物語画帖」　徳川美術館蔵

久保惣「光起絵巻」／土佐光起筆「源氏物語絵巻」　和泉市久保惣記念美術館蔵          堺市博「光吉周辺色紙」／土佐派「源氏物語図色紙」　堺市博物館蔵	

サントリー「如慶画帖」／住吉如慶筆「源氏物語画帖」　サントリー美術館蔵            ＭＩＨＯ「具慶絵巻」／住吉具慶筆「源氏物語絵巻」　MIHO MUSEUM 蔵

【表１】
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【図２】　土佐光成筆 「紫式部・須磨・明石図」（石山寺蔵）

【図５】　MIA本「八月」（明石）・部分 【図３】　MIA本「九月」（賢木）・部分

【図６】　MIA本「九月」（賢木）・部分 【図４】　MIA本「十二月」（行幸）・部分
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第
一
扇
～
第
五
扇
目
の
絵
の
下
方
に
も
同
印
を
捺
す
。
第
五
扇
目
の
同
印
は
比
較
的
損
耗

が
軽
い
【
図
８
】。
光
成
は
白
文
方
印
「
光
成
印
章
」
も
用
い
て
い
る
が
、
現
存
作
例
は

両
印
と
も
に
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
朱
文
方
印
「
光
成
印
章
」
は
、管
見
で
は
「
七
夕
図
」

（
敦
賀
市
立
博
物
館
蔵

（
（1
（

）、「
永
井
直
種
像
」【
図
９
】（
京
都
・
悲
田
院
蔵
、
直
種
は
高
槻

藩
三
代
藩
主
）
の
二
例
に
と
ど
ま
る

（
（1
（

。
前
者
は
「
土
佐
／
正
六
位
下
左
近
衛
将
監
藤
原
光

成
筆
」
の
款
記
を
有
し
、
従
五
位
下
へ
の
昇
進
前
の
使
用
例
で
あ
る
。
後
者
は
「
土
左
刑

部
権
大
輔
／
従
五
位
下
藤
原
光
成
筆
」
の
款
記
【
図
10
】
を
有
し
、
従
五
位
昇
進
後
の
特

徴
で
あ
る
「
佐
」
→
「
左
」
へ
用
字
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
「
左
」
と
と
も
に
「
輔
」
の

車
偏
を
「

」
と
略
す
款
記
も
ま
ま
あ
る
な
か
、
Ｍ
Ⅰ
Ａ
本
で
は
「
佐
」、「
輔
」
と
も
に

正
字
を
使
用
し
て
い
る
。
朱
文
方
印
「
光
成
印
章
」
の
使
用
と
合
わ
せ
、
将
軍
家
へ
の
下

賜
と
い
う
特
別
な
制
作
事
情
を
反
映
し
た
用
例
と
考
え
た
い
。

　

こ
こ
ま
で
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
詞
書
、
絵
画
化
場
面
、
諸
表
現
、
落
款
・
印
章
と
み
て
き
た
。

本
来
の
右
隻
（
正
月
～
六
月
）
に
関
す
る
検
討
が
残
さ
れ
た
が
、
本
稿
執
筆
の
準
備
を
進

め
る
な
か
で
、
幸
い
な
こ
と
に
、
一
双
を
保
持
す
る
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
稀
有
の
類
品
を
確
認
す

る
に
い
た
っ
た
。
土
佐
光
孚
（
一
七
八
〇
～
一
八
五
二
）
筆
「
源
氏
物
語
貼
込
屏
風
」（
徳

川
美
術
館
蔵
）
【
図
11
】
で
あ
る

（
（1
（

。
各
扇
と
も
本
紙
画
面
上
方
の
三
分
の
一
程
度
は
金
泥

の
霞
引
き
と
し
、
当
初
か
ら
詞
書
色
紙
を
伴
わ
な
い
屏
風
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

（
（1
（

。
制
作

事
情
、
享
受
の
実
態
は
不
詳
で
あ
る
が
、
徳
川
綱
吉
に
贈
ら
れ
た
「
十
二
月
畫
讃
屏
風
」

が
有
し
た
で
あ
ろ
う
、
十
二
カ
月
十
二
帖
の
景
色
（
図
様
）
を
ほ
ぼ
復
元
す
る
も
の
と
見

込
ま
れ
る
。

　

各
月
（
帖
）
の
図
様
は
、
十
月
（
紅
葉
賀
）
で
は
、
菊
を
手
折
る
左
大
将
や
背
景
な
ど

に
図
様
変
更
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
概
ね
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
を
踏
襲
す
る
。
こ

の
主
題
が
土
佐
派
内
で
粉
本
と
し
て
蓄
積
、
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
か
つ

て
の
改
装
の
影
響
か
、【
表
２
】
に
示
す
よ
う
に
月
（
帖
）
の
配
列
が
左
・
右
隻
を
ま
た

い
で
か
な
り
乱
れ
て
い
る
。
場
面
化
の
類
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
二
月
（
花
宴
）
の
探
韻

【図10】　土佐光成筆 「永井直種像」

　　　　（悲田院蔵）　落款

【図９】　土佐光成筆 「永井直種像」

　　　　（悲田院蔵）

【図７】　MIA本　落款 【図８】　MIA本　印章
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は
現
状
で
は
右
隻
・
第
三
扇
に
、
四
月
（
葵
）
の
新
斎
院
の
御
禊
供
奉
は
左
隻
・
第
三
扇

に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
す
る
。

　

な
お
、
先
出
の
有
栖
川
宮
Ａ
本
の
三
月
（
真
木
柱
）
の
抄
出
本
文
は
、「
く
れ
竹
の
ま

せ
に
わ
さ
と
な
う
さ
き
か
ゝ
り
た
る
／
に
お
ひ
い
と
お
も
し
ろ
し
／
色
に
衣
を
な
と
／
の

給
ひ
て
／
お
も
は
す
に
井
手
の
中
道
へ
た
つ
と
も
／
い
は
て
そ
恋
る
や
ま
ふ
き
の
花
か
ほ

に
見
え
／
つ
ゝ
な
と
の
給
ふ
も
き
く
人
な
し
」
で
あ
る

（
（1
（

。
玉
鬘
が
去
っ
た
西
の
対
に
源
氏

が
渡
り
、
庭
に
咲
く
山
吹
を
見
て
玉
鬘
へ
の
想
い
を
歌
に
詠
む
場
面
で
、
【
表
１
】
の
徳

川「
光
則
画
帖
」、Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ「
具
慶
絵
巻
」に
絵
画
化
さ
れ
る
。
光
孚
本
で
は
現
状
で
右
隻
・

第
一
扇
の
図
が
三
月
（
真
木
柱
）
の
は
ず
で
、
確
か
に
庭
の
籬
に
山
吹
が
咲
い
て
当
該
場

面
を
思
わ
せ
る
が
判
然
と
し
な
い
点
が
あ
る
。
こ
の
場
面
は
右
の
「
光
則
画
帖
」、「
具
慶

絵
巻
」
の
よ
う
に
描
写
人
物
は
源
氏
一
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
光
孚
本
で
は
源
氏

の
傍
ら
に
玉
鬘
と
み
ら
れ
る
女
性
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
面
影
を
偲
ん
で
思
い
に
暮
れ
る

源
氏
の
胸
中
を
投
影
す
る
？
構
想
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
右
隻
出
現
を
待
ち
つ

つ
、
こ
の
点
は
後
考
を
期
す
。

　

さ
て
、
光
成
に
よ
る
源
氏
絵
は
光
起
以
上
に
遺
品
が
少
な
く
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
に
前
後
す
る

時
期
の
源
氏
絵
制
作
の
動
向
に
つ
い
て
把
握
し
づ
ら
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な

か
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
に
ご
く
近
い
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
、
あ
る
源
氏
物
語
図
屏
風
の

制
作
に
光
成
が
起
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料
が
あ
る
。
『
源
氏
物
語
絵
詞
新
作
草

稿
』（
陽
明
文
庫
蔵
）
が
そ
れ
で(

但
し
未
見)

、
巻
末
に
は
「
元
禄
十
五
正
廿
六
承
仰

撰
出
也　

廿
七
八
両
日
ニ
撰
大
概
了
御
屏
風
十
二
枚
染
候
詞
也
云
々
」
と
記
さ
れ
る

（
（1
（

。
付

属
の
極
状
に
、「
桐
壺
」、「
は
ゝ
き
木
」、「
空
蝉
」、「
紅
葉
賀
」、「
花
宴
」、「
澪
標
」、「
絵

合
」、「
松
風
」、「
乙マ

マ女
」、「
は
つ
ね
」、「
胡
蝶
」、「
藤
裏
葉
」
の
十
二
場
面
に
つ
い
て
詞

書
染
筆
者
名
が
記
さ
れ
、
絵
の
筆
者
に
つ
い
て
は
「
押
絵
筆
者　

土
佐
従
五
位
下
刑
部
権

大マ

マ
納
言
藤
原
光
成
」
と
記
す
。
抄
出
さ
れ
る
本
文
は
十
八
帖
分
あ
り
、
極
状
と
は
異
な
る

十
二
帖
の
組
合
せ
も
記
さ
れ
る
と
い
う
。

【図11】　土佐光孚筆「源氏物語貼込屏風」（徳川美術館蔵）・右隻

徳川美術館所蔵　　徳川美術館イメージアーカイブ/DNPartcom　　©
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と
も
か
く
も
右
の
「
御
屏
風
十
二
枚
染
候
詞
」
と
は
、『
基
熈
公
記
』
の
同
年
同
月
の

記
事
に
み
え
る
、
近
衛
基
熈
が
東
山
天
皇
か
ら
「
新
撰
」
す
る
よ
う
下
命
を
受
け
た
源
氏

絵
屏
風
の
た
め
の
詞
書
に
あ
た
る
と
み
て
よ
い

（
（2
（

。
霊
元
院
が
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
に
基

づ
く
絵
画
化
を
目
論
ん
だ
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
構
想
と
似
て
、
東
山
天
皇
の
周
辺
で
も
新
た
な
源

氏
絵
の
創
造
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
う
か
が
え
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
「
押
絵
」

と
い
う
文
言
か
ら
、
こ
の
屏
風
は
縦
長
画
面
の
上
部
に
詞
書
色
紙
を
貼
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ

を
上
・
下
に
貼
り
分
け
た
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
と
同
趣
の
押
絵
貼
仕
立
て
に
よ
る
六
曲
一
双
屏
風
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
光
成
は
そ
の
晩
年
に
お
い
て
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
に
比
肩
す
べ
き
上
製

本
と
み
ら
れ
る
、
縦
長
画
面
に
よ
る
ま
た
別
の
源
氏
物
語
図
屏
風
の
制
作
に
携
わ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

先
に
現
存
す
る
光
成
の
源
氏
絵
作
例
と
し
て
、
石
山
寺
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
の
各
三

幅
対
を
あ
げ
た
が
、
土
佐
派
画
人
の
伝
統
的
な
作
画
領
域
と
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
は
、

色
紙
形
小
画
面
に
よ
る「
源
氏
物
語
図
色
紙
貼
交
屏
風
」（
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
、バ
ー

ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
以
下
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
「
光
成
貼
交
」
と
い
う
）
の
存
在
は
見
過
ご
せ
な
い
。

落
款
形
式
、
画
風
か
ら
い
ま
だ
光
成
の
若
描
き
と
考
え
て
よ
い
実
に
貴
重
な
一
作
で
あ
る

（
（2
（

。

Ｍ
Ｉ
Ａ
「
光
成
貼
交
」
各
帖
の
絵
は
、
私
見
で
は
「
帚
木
」、「
空
蝉
」、「
篝
火
」
の
三
帖

を
除
く
大
多
数
の
場
面
の
選
択
を
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
「
具
慶
絵
巻
」
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
を
ま
ず

こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
但
し
、
図
様
は
異
な
る
）。
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
「
具
慶
絵
巻
」

は
他
に
類
例
の
な
い
独
自
場
面
を
数
多
く
含
む
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
土
佐
派
に
は
そ
う

し
た
源
氏
絵
の
セ
ッ
ト
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
光
成
に
よ
る
住
吉
派
の
源
氏
絵
に
対
す
る

何
ら
か
の
情
報
収
集
に
も
と
づ
く
制
作
と
も
考
え
ら
れ
、
光
成
の
画
歴
を
構
築
す
る
う
え

で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
遺
作
と
認
め
ら
れ
る
。

　

【
図
12
】
は
Ｍ
Ｉ
Ａ
「
光
成
貼
交
」
の
「
蛍
」
の
絵
で
、
長
雨
の
季
節
、
光
源
氏
が
玉

鬘
の
も
と
で
物
語
談
義
す
る
場
面
で
あ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
「
具
慶
絵
巻
」
以
外
に
も
、
久
保

惣
「
伝
光
則
扇
面
」
中
に
同
場
面
が
あ
る
こ
と
が
近
年
わ
か
っ
た

（
（2
（

。
光
成
の
作
画
は
、
引

【図11】　土佐光孚筆「源氏物語貼込屏風」（徳川美術館蔵）・左隻

【表２】

第６扇 第５扇 第４扇 第３扇 第２扇 第１扇

夕顔 蛍 少女 花宴 初音 真木柱 現状
右隻

夕顔 蛍 葵 真木柱 花宴 初音 修正

行幸 紅葉賀 篝火 葵 賢木 明石 現状
左隻

行幸 少女 紅葉賀 賢木 明石 篝火 修正

徳川美術館所蔵　　徳川美術館イメージアーカイブ/DNPartcom　　©
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目
鉤
鼻
の
素
朴
な
人
物
と
吹
抜
屋
台
を
基
本
と
す
る
定
型
的
な
硬
い
構
図
を
示
し
、
久
保

惣
「
伝
光
則
扇
面
」、Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
「
具
慶
絵
巻
」
の
洗
練
さ
れ
た
表
現
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
物
語
本
文
に
忠
実
に
、
硯
を
右
手
で
押
し
や
る
玉
鬘
の
所
作
を
含
ん
だ
独

自
の
図
様
が
み
ら
れ
、
そ
こ
に
自
家
の
伝
統
継
承
と
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
研
鑽

を
積
む
土
佐
派
本
流
絵
師
の
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
さ
せ
る
。
光
成
の
数
少
な
い
五
十
四
帖
源

氏
絵
で
あ
る
Ｍ
Ｉ
Ａ
「
光
成
貼
交
」
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
し
い
検
討
を
踏
ま
え
た
正
確

な
位
置
づ
け
が
今
後
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

ま
た
さ
ら
に
、
光
成
の
源
氏
絵
制
作
を
う
か
が
う
史
料
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
享
受

史
研
究
の
方
面
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
き
た
「
源
氏
絵
詞
」（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）
が

あ
る

（
（2
（

。
色
紙
型
源
氏
絵
五
十
四
帖
分
の
絵
・
詞
書
を
写
し
た
袋
綴
じ
の
冊
子
で
、
表
紙
に

「
源
氏
絵
詞　

土
佐
光
成
図
」
と
さ
れ
る
。
絵
の
各
所
に
色
や
装
束
、
建
具
に
関
す
る
注

記
が
あ
り
、
原
本
は
白
描
淡
彩
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
【
図
13
】
は
そ
の
「
賢
木
」（
袋

綴
じ
の
表
・
裏
）。
原
本
が
光
成
の
真
筆
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
詳
だ
が
、
静
嘉
堂
「
源

氏
絵
詞
」
が
写
す
五
十
四
帖
は
由
緒
正
し
い
土
佐
派
の
源
氏
絵
に
依
拠
す
る
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
光
起
に
よ
る
貴
重
な
五
十
四
帖
源
氏
絵
で
あ
る
個
人
「
光
起
画
帖

（
（2
（

」

と
密
接
な
関
連
性
が
認
め
ら
れ
、「
空
蝉
」、「
若
紫
」、「
紅
葉
賀
」、「
手
習
」、「
夢
浮
橋
」

を
除
く
四
十
九
帖
分
も
の
絵
が
、
お
よ
そ
の
図
様
と
し
て
両
本
で
一
致
を
み
る
点
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
静
嘉
堂
「
源
氏
絵
詞
」
の
原
本
と
個
人
「
光
起
画
帖
」
の
厳
密
な
前
後

関
係
も
不
詳
な
が
ら
、
父
光
起
に
よ
る
五
十
四
帖
図
様
を
基
本
に
し
た
独
自
の
画
帖
作
品

を
光
成
が
手
が
け
て
い
た
と
し
て
も
何
ら
不
自
然
で
は
な
い
。

　

な
お
、
両
本
の
詞
書
を
比
較
す
る
と
、
完
全
に
一
致
す
る
本
文
箇
所
を
抄
出
す
る
の

は
、「
桐
壺
」、「
常
夏
」、「
柏
木
」、「
紅
梅
」
の
四
帖
の
み
で
あ
る
。
静
嘉
堂
「
源
氏
絵

詞
」
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
長
文
で
、
散
し
書
き
が
多
用
さ
れ
る
。
逆
に
、
個
人
「
光
起
画

帖
」
は
総
じ
て
短
文
で
、和
歌
の
み
を
詞
書
と
す
る
帖
も
目
立
つ
。
先
掲
の
「
賢
木
」【
図

13
】
は
、
源
氏
と
朝
顔
の
斎
院
が
榊
に
木
綿
を
つ
け
て
歌
を
か
わ
す
珍
し
い
場
面
で
あ
る

【図12】　土佐光成筆「源氏物語図色紙貼交屏風」

　　　　（ミネアポリス美術館蔵）・右隻のうち、「蛍」

【図13】 伝土佐光成　「源氏絵詞」　（静嘉堂文庫美術館蔵）のうち、「賢木」

【図15】　土佐光成筆「源氏物語図色紙貼交屏風」

　　　　（ミネアポリス美術館蔵）・左隻のうち、「野分」

【図12】・【図15】　

Tosa Mitsunari, Japanese, 1646–1710

Scenes from The Tale of Genji, 

late 17th century Six-panel folding screen, a pair; 

ink, color, gold, and silver on paper

67 1/2×145 5/8×3/4 in. (171.45×369.89×1.91cm)

67 1/2×139 1/2×3/4 in. (171.45×354.33×1.91cm) (outer frame) 

Minneapolis Institute of Art, Mary Griggs Burke Collection,

Gift of the Mary and Jackson Burke Foundation (2015.79.40.1-2)
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が
、
そ
の
詞
は
個
人
「
光
起
画
帖
」
と
は
異
な
り
、
源
氏
が
榊
の
枝
を
御
簾
か
ら
差
入
れ
、

六
条
御
息
所
と
歌
を
交
わ
す
、
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
場
面
の
本
文
を
抄
出
す
る

（
（2
（

。

　

静
嘉
堂
「
源
氏
絵
詞
」
に
関
連
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
住
吉
家
鑑
定
控
」（
東
京
藝
術
大

学
付
属
図
書
館
蔵
）
中
の
、
光
成
筆
と
鑑
定
さ
れ
た
源
氏
絵
に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
く
。

「
手
鑑　

源
氏
物
語
絵　

五
拾
四
枚
」、「
墨
画　

源
氏
物
語　

地
紙
形
／
小
押
絵　

五
拾

四
枚
」、「
墨
絵　

源
氏
物
語
色
紙　

五
拾
四
枚
」、「
墨
絵　

源
氏
小
色
紙　

六
拾
枚
」
の

四
点
で
あ
る

（
（2
（

。
い
ず
れ
も
画
帖
と
み
て
お
き
た
い
が
、う
ち
三
点
は
「
墨
画
」、「
墨
絵
」
で
、

こ
れ
は
白
描
本
と
み
ら
れ
、「
地
紙
形
」、
つ
ま
り
扇
面
も
一
点
あ
る
。
静
嘉
堂
「
源
氏
絵

詞
」
の
原
本
が
墨
画
淡
彩
と
み
ら
れ
る
こ
と
と
合
わ
せ
、
光
成
が
五
十
四
帖
源
氏
絵
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
光
則
以
来
の
白
描
系
小
画
面
作
例
を
手
掛
け
て
い
た
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
白
描
（
淡
彩
）
の
光
成
に
よ
る
源
氏
物
語
画
帖
の
現
存
作
例
は
い
ま
だ
管
見

に
入
っ
て
い
な
い
が
、
か
ろ
う
じ
て
売
立
目
録
中
に
関
連
資
料
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
。
『
松
洞
庵　

小
津
家
所
蔵
品
入
札
目
録
』（
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
、昭
和
七
年
五
月
・

於
京
都
美
術
倶
楽
部
）
の
八
九
番
「
光
成　

源
氏
物
語
画
帖
」
【
図
14
】
で
あ
る ((2

(

。
上
段

右
か
ら
「
野
分
」、「
関
屋
」、
下
段
右
か
ら
「
行
幸
」、「
絵
合
」
の
四
図
が
掲
載
さ
れ
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、「
野
分
」
は
Ｍ
Ｉ
Ａ
「
光
成
貼
交
」【
図
15
】
と
同
図
様
で
あ
り
、
他

の
三
図
が
個
人
「
光
起
画
帖
」、
静
嘉
堂
「
源
氏
絵
詞
」
と
同
図
様
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

光
起
に
よ
る
五
十
四
帖
図
様
の
規
範
性
の
高
さ
と
と
も
に
、
光
成
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し

て
白
描
系
の
小
画
面
源
氏
絵
制
作
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

三  

詞
書
染
筆
者
の
比
定

　

さ
い
ご
に
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
詞
書
筆
者
の
比
定
を
試
み
て
、
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。

屏
風
箱
、
筆
者
目
録
ほ
か
の
文
書
類
な
ど
、
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
に
関
す
る
付
属
資
料
の
有
無
に
つ

い
て
は
調
査
が
行
き
届
い
て
お
ら
ず
未
詳
で
あ
る ((2

(

。
筆
跡
比
較
の
対
象
と
し
て
は
、
Ｍ
Ｉ

Ａ
本
と
近
い
制
作
時
期
で
あ
っ
て
、
藤
原
定
家
の
「
詠
花
鳥
和
歌
各
十
二
首
」
に
関
わ
る

以
下
の
三
作
例
に
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

①
近
衛
家
熈
筆
「
十
二
ヶ
月
花
鳥
和
歌
」（
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
収
蔵
）

　

②
「
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
屏
風
」（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
蔵
、
ブ
ラ
ン

　
　

デ
ー
ジ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
絵
：
山
本
素
軒
筆
）【
図
28
】、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）。

　

③
「
六
義
園
十
二
ヶ
月
花
鳥
和
歌
」（
公
益
財
団
法
人
郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存

　
　

会
蔵
、
絵
：
石
山
基
董
（
師
香
）
筆
）、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
頃

（
（2
（

。

　

先
に
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
各
月
（
帖
）
の
詞
書
染
筆
者
に
比
定
で
き
る
と
考
え
る
公
卿
ら
に
つ
い

て
列
記
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
「
十
二
月
畫
讃
屏
風
」
が
下
賜
さ
れ
た
宝
永
二
年

【図14】　『松洞庵小津家所蔵品入札目録』（東京文化財研究所蔵）のうち、　

　　　　「八九　光成　源氏物語画帖」　

画像提供 東京文化財研究所
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三
月
時
点
の
官
位
を
付
す
。

　
　

 
「
七
月
」（
篝
火
）　
　

近
衛
家
熈
（
一
六
六
七
～
一
七
三
六
）　
　

左
大
臣　

　
　

 

「
八
月
」（
明
石
）　
　

堯
延
法
親
王
（
一
六
七
七
～
一
七
一
九
）　

二
品　

　

 　

「
九
月
」（
賢
木
）　
　

今
出
川
伊
季
（
一
六
六
〇
～
一
七
〇
九
）　

権
大
納
言

　
　

 

「
十
月
」（
紅
葉
賀
）　

九
条
輔
実
（
一
六
六
九
～
一
七
二
九
）　
　

右
大
臣　

　
　

 

「
十
一
月
」（
少
女
）　

裏
松
意
光
（
一
六
五
二
～
一
七
〇
七
）　
　

前
権
中
納
言

　
　

 

「
十
二
月
」（
行
幸
）  
武
者
小
路
実
陰
（
一
六
六
一
～
一
七
三
八
）
参
議　
　
　

　

徳
川
綱
吉
の
右
大
臣
転
任
を
祝
し
て
下
賜
さ
れ
る
屏
風
詞
書
の
筆
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
武
者
小
路
実
陰
の
筆
跡
は
、
公
卿
寄
合
書
に
よ

る
諸
作
品
に
な
か
な
か
見
い
だ
せ
な
い
が
、
霊
元
院
歌
壇
の
中
心
と
し
て
院
が
厚
い
信
頼

を
寄
せ
た
人
物
で
、
巻
末
に
あ
た
る
「
十
二
月
」（
行
幸
）
の
染
筆
者
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

ま
ず
「
七
月
」（
篝
火
）
の
詞
書
【
図
16
】
に
つ
い
て
は
、
上
掲
①
三
の
丸
尚
蔵
館
本

の
「
正
月
」（
近
衛
家
熈
）【
図
22
】
に
、
以
下
の
よ
う
な
近
似
す
る
筆
跡
（
□
で
囲
ん
だ

文
字
）
が
確
認
で
き
る
。
な
お
【
図
16
】
～
【
図
27
】
の
文
字
を
囲
む
□
は
稿
者
に
よ
る

加
工
で
あ
る
。

「
月
」・「
風
の
」・「
あ
」・「
の
（
乃
）」・「
む
」・「
ひ
き
（
支
）」・「
出
」・「
そ
（
所
）」・

「
は
（
盤
）」・「
や
」・「
う
ち
」

　

続
い
て
「
八
月
」（
明
石
）
の
詞
書
【
図
17
】
に
つ
い
て
は
、
上
掲
②
ア
ジ
ア
美
術
館

本
の
「
十
二
月
」（
堯
延
法
親
王
）【
図
23
】
に
、
以
下
の
よ
う
な
近
似
す
る
筆
跡
（
□
で

囲
ん
だ
文
字
）
が
確
認
で
き
る
。

「
月
」・「
ほ
（
保
）」・「
の
」・「
む
」・「
の
（
乃
）」・「
の
（
能
）」・「
つ
（
津
）」・「
を
」・ 

「
か
」・「
う
」　
　

　

続
い
て
「
九
月
」（
賢
木
）
の
詞
書
【
図
18
】
に
つ
い
て
は
、上
掲
③
柳
沢
文
庫
本
「
四

月
」（
今
出
川
伊
季
）【
図
24
】
に
、以
下
の
よ
う
な
近
似
す
る
筆
跡
（
□
で
囲
ん
だ
文
字
）

が
確
認
で
き
る
。

「
月
」・「
か
」・「
し
（
志
）」・「
も
（
毛
）」・「
な
（
奈
）」・「
の
」・「
に
（
丹
）」・

「
れ
（
連
）」・「
た
（
多
）」・「
つ
（
川
）」

　

続
い
て
「
十
月
」（
紅
葉
賀
）
の
詞
書
【
図
19
】
に
つ
い
て
は
、
上
掲
②
ア
ジ
ア
美
術

館
本
「
八
月
」（
九
条
輔
実
）【
図
25
】
に
、
以
下
の
よ
う
な
近
似
す
る
筆
跡
（
□
で
囲
ん

だ
文
字
）
が
確
認
で
き
る
。

「
た
（
堂
）」・「
き
（
起
）」・「
か
（
可
）」・「
に
（
耳
）」・「
し
（
志
）」・「
あ
」・

「
ろ
（
露
）」・「
き
」

　

続
い
て
「
十
一
月
」（
少
女
）
の
詞
書
【
図
20
】
に
つ
い
て
は
、
上
掲
②
ア
ジ
ア
美
術

館
本
「
十
月
」（
裏
松
意
光
）【
図
26
】
に
、
以
下
の
よ
う
な
近
似
す
る
筆
跡
（
□
で
囲
ん

だ
文
字
）
が
確
認
で
き
る
。

「
月
」・「
め
（
免
）」・「
む
」・「
な
」・「
を
」・「
す
（
須
）」・「
る
（
累
）」・「
の
（
農
）」・

「
ま
（
未
）」・「
た
（
堂
）」・「
に
」

　

さ
い
ご
に
「
十
二
月
」（
行
幸
）
の
詞
書
【
図
21
】
に
つ
い
て
は
、上
掲
③
柳
沢
文
庫
本
「
八

月
」（
武
者
小
路
実
陰
）【
図
27
】
に
、
以
下
の
よ
う
な
近
似
す
る
筆
跡
（
□
で
囲
ん
だ
文

字
）
が
確
認
で
き
る
。

「
た
（
多
）」・「
い
（
以
）」・「
の
（
乃
）」・「
こ
（
古
）」・「
な
（
奈
）」・「
と
（
登
）」・

「
か
り
の
（
可
里
能
）」・「
け
（
気
）」・「
ゑ
」・「
ぬ
」

　

こ
れ
ら
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
各
月
（
帖
）
の
詞
書
染
筆
者
は
、
上
掲
②
ア
ジ
ア
美
術
館
本
と
は
、

今
出
川
伊
季
、
近
衛
家
熈
、
九
条
輔
実
、
裏
松
意
光
、
堯
延
法
親
王
が
重
複
し
、
③
柳
沢

文
庫
本
と
は
、
今
出
川
伊
季
、
九
条
輔
実
、
武
者
小
路
実
陰
が
重
複
す
る
。
今
後
、
Ｍ
Ｉ

Ａ
本
の
右
隻
が
見
い
だ
さ
れ
れ
ば
、
鷹
司
兼
熈
（
関
白
）、
中
院
通
茂
（
前
内
大
臣
）
な
ど
、

ア
ジ
ア
美
術
館
本
、
柳
沢
文
庫
本
中
の
メ
ン
バ
ー
と
の
さ
ら
な
る
重
複
を
認
め
る
も
の
と

推
察
す
る
。
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【図16】　MIA本「七月」（篝火）詞書

【図17】　MIA本「八月」（明石）詞書

※
【
図
16
】
～
【
図
21
】
の
文
字
を
囲
む
□
は
稿
者
に
よ
る
加
工
で
あ
る
。
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【図18】　MIA本「九月」（賢木）詞書

【図19】　MIA本「十月」（紅葉賀）詞書
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【図20】　MIA本「十一月」（少女）詞書

【図21】　MIA本「十二月」（行幸）詞書

※
【
図
16
】
～
【
図
21
】
の
文
字
を
囲
む
□
は
稿
者
に
よ
る
加
工
で
あ
る
。
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【図22】 近衛家熈筆　「十二ヶ月花鳥和歌」（皇居三の丸尚蔵館収蔵）　のうち、「正月」（部分）

【図23】　「十二ヶ月花鳥図屏風」（サンフランシスコ・アジア美術館蔵）・左隻のうち、堯延法親王筆　「十二月」（部分）

【図24】「六義園十二ヶ月花鳥和歌」（公益財団法人郡山城史跡・柳沢文庫保存会蔵）のうち、今出川伊季筆「四月」（部分）

※
【
図
22
】
～
【
図
27
】
の
文
字
を
囲
む
□
は
稿
者
に
よ
る
加
工
で
あ
る
。
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【図25】　「十二ヶ月花鳥図屏風」（サンフランシスコ・アジア美術館蔵）・左隻のうち、九条輔実筆「八月」（部分）

【図26】　「十二ヶ月花鳥図屏風」（サンフランシスコ・アジア美術館蔵）・左隻のうち、裏松意光筆「十月」（部分）

【図27】 「六義園十二ヶ月花鳥和歌」（公益財団法人郡山城史跡・柳沢文庫保存会蔵）のうち、武者小路実陰筆「八月」(部分)
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ま
と
め

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
者
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
土
佐
光
成

筆
「
十
二
ヶ
月
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
）
の
詳
し
い
紹
介
を
行

う
と
と
も
に
、
近
世
土
佐
派
に
よ
る
源
氏
物
語
図
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
考
察
し
た
。

　

ま
ず
国
文
学
領
域
か
ら
の
先
行
研
究
を
も
と
に
、
本
作
が
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と
称

さ
れ
る
特
別
な
詞
書
き
（
場
面
化
）
に
よ
っ
て
、
月
次
に
配
列
構
成
さ
れ
る
極
め
て
珍
し

い
源
氏
物
語
図
（
の
左
隻
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
も
こ
れ
は
、
霊
元
院

が
徳
川
綱
吉
の
右
大
臣
転
任
を
祝
し
て
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
三
月
に
下
賜
し
た
、『
徳

川
実
紀
』
記
載
の
「
十
二
月
畫
讃
屏
風
」
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
近
世
や
ま

と
絵
史
に
お
け
る
メ
モ
リ
ア
ル
な
作
品
と
し
て
、
ま
た
土
佐
派
伝
統
の
小
画
面
源
氏
絵
か

ら
の
新
た
な
展
開
を
模
索
し
た
成
果
と
し
て
、
光
成
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
に
位
置
づ
け
る

べ
き
作
品
と
い
え
る
。
筆
跡
検
証
に
よ
っ
て
比
定
を
試
み
た
六
人
の
詞
書
染
筆
者
は
、
当

時
期
の
一
流
の
公
卿
、
お
よ
び
法
親
王
ら
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
本
作
の
制
作
事
情
に
十

分
見
合
う
格
を
有
す
る
顔
ぶ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

光
成
以
後
、
土
佐
派
で
は
「
十
二
ヶ
月
源
氏
物
語
図
屏
風
」
を
粉
本
と
し
て
蓄
積
、
継

承
し
た
と
み
ら
れ
、
一
双
を
保
持
す
る
「
源
氏
物
語
貼
込
屏
風
」（
土
佐
光
孚
筆
、
徳
川

美
術
館
蔵
）
が
類
品
と
し
て
唯
一
現
存
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
類
例
が
知
ら
れ
な
い
場
面

選
択
に
よ
る
二
月
（
花
宴
）、
四
月
（
葵
）
を
は
じ
め
、『
徳
川
実
紀
』
記
載
の
「
十
二
月

畫
讃
屏
風
」
に
み
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
十
二
ヵ
月
十
二
帖
分
の
図
様
が
お
よ
そ
判
明
し
た
。

な
お
、
山
本
守
礼
と
い
う
円
山
派
絵
師
と
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と
の
接
点
は
大
変
興
味

深
い
問
題
だ
が
、
本
稿
で
は
先
行
研
究
の
指
摘
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
。
識
者
の
ご
教

示
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
位
置
づ
け
を
よ
り
多
角
的
に
探
る
た
め
に

は
、
や
ま
と
絵
系
の
住
吉
派
、
漢
画
系
の
狩
野
派
を
は
じ
め
と
す
る
、
十
七
世
紀
後
半
か

【図28】　山本素軒筆　「十二ヶ月花鳥図屏風」（サンフランシスコ・アジア美術館蔵）

【図23】・【図25】・【図26】・【図28】

Flowers and Birds of the Twelve Months, pair of six-panel folding screens, 1703,by Yamamoto Soken (Japanese, 1683–1706). 

Ink and colors on silk.

Asian Art Museum of San Francisco,The Avery Brundage Collection, B60D82+.1-.2. Photograph   Asian Art Museum of San Francisco　©
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ら
十
八
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
源
氏
物
語
図
制
作
の
動
向
、
相
互
的
な
影
響
の
さ
ら
な
る

検
討
が
欠
か
せ
な
い
。
東
山
天
皇
、
霊
元
院
、
あ
る
い
は
近
衛
家
周
辺
で
の
土
佐
派
の
消

息
把
握
と
と
も
に
、
今
後
大
方
の
課
題
と
し
た
い
。

註
（
１�

）
六
曲
一
隻
、
絹
本
着
色
。
（
画
面
本
紙
）
各
六
九
・
〇
×
三
四
・
七
セ
ン
チ
。
（
詞
書
色
紙
）
各

二
九
・
二
×
三
四
・
〇
セ
ン
チ
。
本
作
品
は
、
二
〇
〇
二
～
〇
三
年
に
か
け
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
ほ
か
を
巡
回
し
た
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
日
本
―
ク
ラ
ー
ク
財
団
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―
」
展
で
知
ら
れ
る
「
ク
ラ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
中
の
一
点
（
右
記
展
覧
会
出
品
な
し
）。
「
ク

ラ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
が
二
〇
一
三
年
に
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
に
移
譲
さ
れ
た
経
緯
に

つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Willard 

G.Clark 
and 

Matthew 
Welch,‟

How 
and 

Why 
the 

Clark Collection moved to Minneapolis
,Impressions

 35 (2014).  

（
２�

）
新
暦
の
「
十
月
」
と
物
語
中
の
陰
暦
「
神
無
月
」
の
理
解
に
混
乱
が
あ
る
解
説
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
材
質
は
絹
本
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
紙
本
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
３�

）
齋
麻
子
「
霊
元
院
御
撰
「
源
氏
十
二
月
詞
書
」
考
」、
田
中
隆
昭
編
『
日
本
古
代
文
学
と
東
ア

ジ
ア
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
所
収
。

（
４�

）
和
歌
料
紙
装
飾
に
し
ば
し
ば
み
る
龍
文
で
あ
る
が
、
烏
丸
光
廣
筆
「
聚
楽
行
幸
和
歌
巻
（
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
類
似
の
文
様
が
摺
り
出
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
で
は
頭
部
の
図
様
が

不
明
確
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
５�

）
有
栖
川
宮
Ａ
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。
一
帖
、『
源
氏
物
語
十
二
月
詞
書
』、
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
、
有
栖
川
宮
（
高
松
宮
旧
蔵
）
本
、
寛
延
二
年(

一
七
四
九
）・
中
務
卿
職
仁
親
王
書
写
。

Ｍ
Ｉ
Ａ
本
と
の
間
に
は
字
母
、
漢
字
・
仮
名
表
記
の
異
同
の
ほ
か
、
以
下
の
本
文
対
立
が
み
ら

れ
る
。

　

 　

八
月　

・
・
有
栖
川
宮
Ａ
本
「
こ
ま
に
」
―
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
「
こ
ま
よ
」

　

 　
　
　
　
　
　

有
栖
川
宮
Ａ
本
「
雲
井
に
」
―
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
「
雲
井
を
」

　

 　

九
月　

・
・
有
栖
川
宮
Ａ
本
「
心
う
く
」
―
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
「
心
う
く
と
」

　

 　

十
一
月
・
・
有
栖
川
宮
Ａ
本
「
さ
た
め
」
―
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
「
さ
た
め
さ
せ
」

　
　
　
　
　
　
　

 

有
栖
川
宮
Ａ
本
「
わ
つ
ら
ひ
」
―
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
「
わ
ら
ひ
」

　

 　

十
二
月
・
・
有
栖
川
宮
Ａ
本
「
近
衛
の
」
―
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
「
そ
ゑ
の
」

　

「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
の
、（
マ
高
一
四
三
）「
百
人
一
首
色
紙

形
写
／
詠
歌
大
概
御
抄
／
源
氏
物
語
十
二
月
詞
書
／
古
今
類
礎
／
伊
勢
物
語
聞
書
／
入
木
道
伝

授
之
留
／
入
木
聞
書
」
と
い
う
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
一
四
三
～
一
五
二
コ
マ
に
画
像
が
検
索

で
き
る
。
備
考
に
は
「
書
名
等
は
『〔
高
松
宮
御
所
蔵
〕
旧
有
栖
川
宮
御
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
目
録
』（
昭
和
四
十
四
年
）
に
よ
る
」
と
さ
れ
る
。

（
６�

）
物
語
の
展
開
（
筋
）
に
と
ら
わ
れ
ず
、
四
季
の
順
に
場
面
を
配
列
す
る
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」

も
複
数
あ
る
。
『
絵
画
で
つ
づ
る
源
氏
物
語
―
描
き
継
が
れ
た
源
氏
絵
の
系
譜
』（
徳
川
美
術
館
、

二
〇
〇
五
年
）
№
51
・
52
。

（
７�

）
福
井
松
平
本
の
書
誌
は
以
下
の
と
お
り
。
一
冊
、
福
井
県
文
書
館
（
松
平
文
庫
）
蔵
、『
源

氏
月
次
絵
詞
』、『
集
書
』
所
収
。
『
徳
川
実
紀
』
は
以
下
に
よ
る
。
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
第

四
十
三
巻　

徳
川
実
紀 

第
六
編
』、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
一
年
。

（
８�

）
國
學
院
大
學
久
我
家
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
久
我
家
文
書　

第
四
巻
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
八
七
年
）
所
収
、「
一
七
四
三　

東
山
天
皇
・
霊
元
上
皇
御
下
賜
品
記
」。

（
９�

）
福
田
智
子
「
物
語
の
再
構
成
―
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
源
氏
十
二
月
』
の
紹
介
を

兼
ね
て
―
」、『
社
会
科
学
』
五
四
巻
三
号
、
二
〇
二
四
年
。
季
節
毎
の
情
緒
と
と
も
に
王
朝
時

代
の
風
雅
を
享
受
す
る
調
度
と
い
う
意
味
で
は
、
十
六
世
紀
前
半
制
作
の
広
島
・
浄
土
寺
所
蔵

「
源
氏
物
語
図
扇
面
貼
交
屏
風
」
も
ま
た
『
源
氏
物
語
』
の
筋
の
展
開
に
関
係
な
く
、
植
物
や

気
象
の
描
写
か
ら
四
季
の
順
に
絵
を
配
列
（
屏
風
へ
の
改
装
時
期
は
不
明
）
す
る
源
氏
絵
で
あ

り
、『
源
氏
十
二
月
』
と
同
根
の
発
想
に
立
つ
と
い
え
る
。
あ
る
い
は
『
源
氏
物
語
』
で
は
な
い
が
、

建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
成
立
の
『
古
今
著
聞
集
』
に
み
え
る
「
後
堀
河
院
の
御
時
繪
づ
く
の

貝
お
ほ
ひ
の
事
」（
巻
十
一
・
四
〇
三
）
に
は
、「
さ
ま

ぐ
の
物
語
ま
ぜ
て
四
季
に
書
て
、
一

月
を
一
巻
に
、
十
二
巻
に
せ
ら
れ
た
り
け
り
。
料
紙
、
こ
と
葉
、
源
氏
の
繪
の
ご
と
し
」
と
い
っ

た
絵
画
制
作
の
趣
向
も
知
ら
れ
、
四
季
、
月
次
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
と
物
語
絵
享
受
の
濃
い
結

び
つ
き
の
伝
統
が
知
ら
れ
る
。
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『
同
前
』
同
年
同
月
二
十
八
日
条

　
　

 　

（
前
略
）
終
日
擇
源
氏
詞
了
（
中
略
）
及
晩
清
書
了

　
　

 

『
同
前
』
同
年
同
月
三
十
日
条

（
前
略
）
午
刻
参
内
、
持
参
源
氏
詞
書
、
即
被
召
御
前
詞
書
宜
思
召
猶
追
而
可
被
仰
下
旨

 

也
（
後
略
）

引
用
は
、
藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之
監
修
『
東
山
天
皇
実
録
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
21�
）
六
曲
一
双
、
絵
・
詞
各
五
十
四
枚
。
款
記
「
土
佐
光
成
筆
」、「
土
佐
」
朱
文
重
郭
方
印
。
Ｍ

Ｉ
Ａ
本
と
と
も
に
「Love 

Affairs

」
展
に
出
品
さ
れ
た
。
屏
風
全
図
と
「
野
分
」
の
絵
・
詞
、

落
款
・
印
章
は
以
下
を
参
照
。。

　

M
i
y
e
k
o
 
M
u
r
a
s
e
 
e
t
 
a
l
,
 
Art 

through 
a 

Lifetime

－The 
Mary 

Griggs
 
Burke 

C
o
l
l
e
c
t
i
o
n

－ 
(
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

　

o
f
 
W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
 
P
r
e
s
s
,
 
2
0
1
3
)
,
 
V
o
l
1

　

J
a
p
a
n
e
s
e 

P
a
i
n
t
i
n
g
s
,
 
P
r
i
n
t
e
d
 
W
o
r
k
s
,
 
C
a
l
l
i
g
r
a
p
h
y
,
 
F
i
g
.
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scenes 
from 

Genjimonogatari

（
源
氏
物
語
）．

（
22�
）
以
下
の
展
覧
会
図
録
参
照
。
『
土
佐
光
起
生
誕
四
〇
〇
年　

近
世
や
ま
と
絵
の
開
花
―
和
の

エ
レ
ガ
ン
ス
ー
』（
大
阪
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
）
№
46
。
『
土
佐
派
と
住
吉
派　

―
や
ま

と
絵
の
荘
重
と
軽
妙
―
』（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
）
№
26
。
『
土
佐
派

と
住
吉
派　

其
の
二
―
や
ま
と
絵
の
展
開
と
流
派
の
個
性
―
』(

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、

二
〇
二
一
年)

№
２
。

（
23�
）
一
冊
、
紙
本
墨
画
淡
彩
。
伊
井
春
樹
『
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
十
巻 

源
氏
綱
目 

付
源
氏
絵

詞
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
）
参
照
。
ま
た
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

か
ら
画
像
検
索
が
可
能
。
『
平
安
文
学
、
い
と
を
か
し
―
国
宝
「
源
氏
物
語
関
屋
澪
標
図
屏
風
」

と
王
朝
の
あ
ゆ
み
』（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
二
〇
二
四
年
）
№
27
。

（
24�
）
二
〇
一
六
年
ま
で
大
阪
個
人
の
所
蔵
。
稿
者
ら
の
調
査
後
市
場
に
出
て
所
在
不
明
。
各
帖
図

版
（
絵
の
み
）
は
、秋
山
虔
、田
口
榮
一
監
修
『
豪
華[

源
氏
絵]

の
世
界 

源
氏
物
語
』（
一
九
八
八

年
、
学
習
研
究
社
）
所
収
の
「
個
人
蔵 

土
佐
光
起
筆 

源
氏
物
語
画
帖
」
参
照
。

（
25�
）
静
嘉
堂
「
源
氏
絵
詞
」
の
詞
書
は
「
龍
眼
木
／
さ
か
木
を
い
さ
ゝ
か
お
り
て
も
給
へ
り
／
け

る
を
さ
し
い
れ
て
（
中
略
）
い
か
に
ま
か
へ
て
お
れ
る
榊
そ
」
を
抄
出
す
る
も
の
で
、
絵
と
は

（
10�
）
岩
坪
健
「
伝
賀
茂
真
淵
撰
『
源
氏
物
語
十
二
月
絵
料
』」、『
研
究
叢
書
四
三
二 

源
氏
物
語
の

享
受　

注
釈
・
梗
概
・
絵
画
・
華
道
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
。
「
十
二
月
言
葉
手
鑑
」

に
つ
い
て
は
、『
第
三
十
九
回
特
別
展
（
令
和
三
年
度
）
源
氏
物
語
と
大
友
吉
統
』（
大
分
市
歴

史
資
料
館
、
二
〇
二
一
年
）
№
10
参
照
。

（
11�
）
一
幅
、
絹
本
着
色
、
『
根
津
美
術
館
蔵
品
選 

書
画
編
』
（
根
津
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年
）

№
142
。

（
12�
）
三
幅
、
絹
本
着
色
、『
石
山
寺
の
美 

観
音
・
紫
式
部
・
源
氏
物
語
』（
明
石
市
立
文
化
博
物
館
他
、

二
〇
〇
八
年
）
№
64

（
13�
）
松
島
仁
『
徳
川
将
軍
権
力
と
狩
野
派
絵
画
―
徳
川
王
権
の
樹
立
と
王
朝
絵
画
の
創
生
』（
ブ

リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
一
年
）、
と
く
に
第
三
部
参
照
。

（
14�
）
一
幅
、
絹
本
着
色
、
伝
鷹
司
兼
煕
賛
。
『
館
蔵
逸
品
図
録
』(

敦
賀
市
立
博
物
館
、
一
九
九
五
年)

№
14
。

（
15�
）
一
幅
、
絹
本
着
色
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）・
整
峯
元
允
賛
、『
高
槻
城
主
列
伝
』（
高
槻
市
・

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
、
二
〇
二
三
年
）
№
65
。

（
16�
）
六
曲
一
双
、
紙
本
着
色
。
各
図
一
〇
八
・
五
×
四
二
・
〇
セ
ン
チ
。
各
扇
に
「
畫
所
預
従
四
位

下
土
佐
守
藤
原
光
孚
」
款
記
、「
光
孚
之
印
」
白
文
方
印
。
葵
紋
の
縁
金
具
が
付
く
が
伝
来
は

不
詳
で
、
二
〇
一
一
年
に
美
術
商
か
ら
の
購
入
に
よ
り
徳
川
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
作
品
で
あ

る
（
徳
川
美
術
館
・
吉
川
美
穂
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

（
17�
）
徳
川
本
の
本
紙
縦
は
、Ｍ
Ｉ
Ａ
本
の
本
紙
縦
（
六
九
・
〇
セ
ン
チ
）
に
詞
書
色
紙
の
縦
（
二
九
・
二

セ
ン
チ
）
を
加
え
た
寸
法
よ
り
も
さ
ら
に
十
セ
ン
チ
以
上
長
い
。

（
18
）
前
掲
註
３
齋
氏
『
同
論
文
』
の
翻
刻
に
よ
る
。

（
19
）
伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
20
）『
基
熈
公
記
』
元
禄
十
五
年
正
月
二
十
六
日
条

　
　
　

 

（
前
略
）
于
中
可
撰
進
源
氏
物
語
詞
十
二
枚
旨
有
仰
者
猶
考
試
追
而
可
令
左

　
　
　

右
旨
言
上
了
、
此
詞
被
合
繪
故
也
（
後
略
）

　
　

 

『
同
前
』
同
年
同
月
二
十
七
日
条

　
　
　

 

（
前
略
）
終
日
擇
源
氏
詞
、
大
概
可
新
撰
之
旨
仰
之
間
迷
惑
不
少
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場
面
的
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

　

前
掲
註
９
福
田
『
同
論
文
』
の
続
稿
に
お
い
て
、
福
田
智
子
氏
は
本
文
系
統
研
究
の
観
点
か

ら
当
該
本
文
に
注
目
す
る
。
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
の
諸
伝
本
の
九
月
（
賢
木
）
本
文
が
「
榊

を
い
さ
さ
か
お
り
て
」
に
続
く
「
も
た
ま
へ
り
け
る
を
さ
し
い
れ
て
」
の
文
節
を
欠
く
特
徴
を

と
ら
え
て
、
三
条
西
家
証
本
（
＝
享
禄
本
、
日
本
大
学
図
書
館
蔵
）
と
の
総
体
的
な
近
似
を
指

摘
す
る
。
ま
た
、
円
山
派
の
山
本
守
礼
と
『
源
氏
十
二
月
詞
書
』
と
の
接
触
を
う
か
が
わ
せ
る

史
料
『
源
氏
十
二
月
画
粉
本
』（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
）
に
も
注
目
し
、各
帖
の
絵
が
、

「
物
語
展
開
上
の
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
宮
廷
行
事
の
紹
介
と
い
っ
た

趣
で
あ
る
」、
ま
た
「
人
物
主
体
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
行
事
や
情
景
を
主
体
と
す
る
構
図

を
採
用
し
て
い
る
」
と
分
析
し
つ
つ
、
留
守
模
様
を
用
い
た
九
月
（
賢
木
）
図
様
の
享
受
に
よ

る
、
当
該
文
節
を
欠
く
本
文
定
着
へ
の
影
響
を
予
想
す
る
。
「『
源
氏
十
二
月
』
九
月
（
賢
木
）

本
文
と
絵
画
化
―SplitsTree

を
援
用
し
つ
つ
―
」、『
社
会
科
学
』
五
五
巻
一
号
、
二
〇
二
五
年
。

稿
者
は
京
大
本
を
実
見
し
た
。
類
似
の
諸
図
を
収
め
る
『
源
氏
十
二
月
絵
巻
』（
東
海
大
学
附

属
図
書
館
蔵
）
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
画
像
検
索
で
き
る
。

　

な
お
「
賢
木
」
の
当
該
本
文
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
野
口
剛
氏
も
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語

手
鑑
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
な
ど
四
点
の
画
帖
作
品
に
つ
い
て
、
問
題
の
「
も

た
ま
へ
り
け
る
を
さ
し
い
れ
て
」
の
文
節
を
欠
く
こ
と
に
着
目
し
、
三
条
西
家
証
本
（
日
本
大

学
蔵
）
本
文
と
の
一
致
は
、「
室
町
末
期
か
ら
江
戸
初
期
に
お
い
て
三
条
西
家
証
本
が
尊
重
さ

れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」、
と
言
及
し
て
い
る
。
野
口
剛
「
源
氏
物
語
画
帖
の

詞
書
を
め
ぐ
る
考
察
」（『
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要 

朱
雀
』
二
十
一
集
、
二
〇
〇
九
年
）

の
註
５
。

（
26�
）
田
中
喜
作
「
住
吉
家
鑑
定
控 

一
」、『
美
術
研
究
』
第
三
十
八
号
、
一
九
三
五
年
。
国
文
学

研
究
資
料
館
の
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
画
像
検
索
可
能
。

（
27�
）
図
版
と
と
も
に
「
淡
彩　

五
十
四
幀　

於

島
大
本
営
賜
天
覧　

竪
五
寸
五
分
／
巾
五
寸
」

の
情
報
が
あ
る
。
な
お
、東
京
文
化
財
研
究
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
売
立
目
録
作
品
情
報
」
で
は
、

光
成
の
源
氏
絵
と
し
て
本
作
例
を
含
め
計
五
点
が
検
索
で
き
る
。

（
28�
）
Ｍ
Ｉ
Ａ
本
と
、
前
章
で
検
討
し
た
Ｍ
Ｉ
Ａ
「
光
成
貼
交
」
の
縁
金
具
（
と
も
に
丸
鋲
）
が
家

紋
で
は
な
く
、
草
の
葉
先
を
抱
き
寄
せ
る
よ
う
な
意
匠
で
よ
く
似
て
い
る
（
挿
図
上
・
Ｍ
Ｉ
Ａ

本
、
同
下
・
Ｍ
Ｉ
Ａ
「
光
成
貼
交
」）。
Ｍ
Ｉ
Ａ
へ
受

入
れ
（
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
五
年
）
の

後
に
ア
メ
リ
カ
で
修
理
・
改
装
さ
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

（
29�
）
①
一
巻
、『
近
衛
家
熈
―
風
雅
の
探
求
―
』（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
＝
刊
行
時
、
二
〇
〇
一

年
）
№
５
。
②
六
曲
一
双
、
遠
藤
楽
子
「
山
本
素
軒
筆
十
二
ヶ
月
花
鳥
図
屏
風
の
制
作
事
情
―

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
本
に
お
け
る
近
衛
家
煕
の
役
割
―
」、『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』

五
九
七
号
、二
〇
〇
五
年
。
③
一
巻
、宮
川
葉
子
「
柳
沢
文
庫
蔵　

霊
元
院
下
賜
『
十
二
月
和
歌
』、

『
国
際
経
営
・
文
化
研
究
』
十
一
巻
一
号
、
二
〇
〇
六
年
。

　

本
稿
は
、
前
所
属
（
地
方
独
立
行
政
法
人
大
阪
市
博
物
館
機
構 

大
阪
市
立
美
術
館
）
に
お
い
て

研
究
分
担
者
で
あ
っ
た
、JSPS

科
研
費 

JP18K00197

（「
江
戸
時
代
の
土
佐
派
の
基
礎
的
研
究
―

作
画
領
域
の
確
立
と
画
風
の
継
承
か
ら
見
た
土
佐
派
の
活
動
―
」、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
一
）
に
よ

る
研
究
成
果
で
あ
る
。

謝
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本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
ご
所
蔵
作
品
、
ご
寺
宝
の
調
査
、
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ら
び
に
そ
の
画
像
掲
載
に
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て
ご
高
配
を
頂
戴
し
ま
し
た
、
ミ
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ア
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術
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ラ
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シ
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コ
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ア
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ア
美
術
館
、

石
山
寺
、
公
益
財
団
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人
郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
、
静
嘉
堂
文

庫
美
術
館
、
泉
涌
寺
心
照
殿
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
徳
川
美
術
館
、
悲
田
院
の
各
位
、
各
ご

担
当
者
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
末
筆
な
が
ら
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
作
品
調
査
、
画
像

調
達
に
格
別
の
便
宜
を
お
図
り
下
さ
っ
た
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
の
ラ
ル
ス
ト
ン
有
政
裕
子
氏

（Curatorial 
Department 

Assistant 
for 

Japanese 
and 

Korean 
Art

）、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
術
館
の
森
嶋
由
紀
氏
（Associate 

Curator 
of 

Japanese 
Art

）
に
対
し
ま

し
て
、
重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


